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平成２４年度事業計画書 

 

 

基本方針 

 

新たな化学技術の開発により、我が国の諸産業の発展並びに国際競争力強

化とプレゼンスの向上を図り、社会の持続的発展と経済の健全な成長に寄

与することを目指す。この目的を達成するために、グリーン・サステイナ

ブル ケミストリー（GSC）を中核に据え、長期的展望を持って継続的かつ

一貫性のある活動を行う。 

特に、次の活動を大きな柱とする。 

 

(1) 化学技術戦略の策定と社会への発信および政策への提言 

(2) 化学技術に関する産学官連携の推進 

(3) 化学技術の社会への貢献に対する積極的な情報発信 

(4) 研究支援と人材育成の推進 

 

平成 24年度事業方針 

 

新化学技術推進協会が発足して 2年目であり、今年度から公益社団法人と

なる。本協会の事業を遂行する事業組織基盤を固め、昨年度議論し、策定

された目指すべき方向を踏まえて事業活動を行う。 

 

(1) 10～20年先の化学産業像を視野に入れ、アドバイザリーコミッティか

らの助言を参考に、化学技術に係わる重要課題を整理して得られた化

学技術戦略から、具体案を作成し実行する。共通基盤的な国家プロジ

ェクトや人材育成および知的財産等のさらに具体的な戦略事業を推

進する。 

 

(2) 化学および化学関連産業の発展並びに国際競争力強化に必要な、産学

官が一体となった交流・連携組織の基盤を固め、具体的な交流連携の

諸活動を円滑に展開し、産学官連携を推進する。 

 

(3) 持続可能な社会を支える化学技術であるグリーン・サステイナブル 

ケミストリー（GSC）を中核に据えた活動をさらに強力に推進する。

昨年度に整備した体制を基に、グリーン・サステイナブル ケミスト

リー（GSC）に係わるテーマを掘り起こし、政策への提言やプロジェ
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クト提案に繋げる。グリーン・サステイナブル ケミストリー（GSC）

ネットワークは、他の委員会とも連携して、グリーン・サステイナブ

ル ケミストリー（GSC）の普及・啓発活動を行う。 

 

実施体制 

 

上記方針に沿って諸活動を推進する為に、理事会の下に企画運営会議を設

置し、理事会のガバナンスのもとで、企画運営会議の活動方針に従って、

戦略委員会、フロンティア連携委員会、財務委員会において具体的な諸活

動を進める。また、企画運営会議は、産学官からなるアドバイザリーコミ

ッティから助言を受けるとともに、グリーン・サステイナブル ケミストリ

ー（GSC）ネットワークとも連携を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 企画運営会議 

 

化学産業を取り巻く課題の中から化学技術に係わる重要課題を整理し、

その課題解決に対する活動方針を策定する。本法人の運営に関する主要

な事項を掌理し、理事会に上程する。 

 

①10～20年先の化学産業像を視野に入れ、アドバイザリーコミッティ

からの助言を参考に、化学技術に係わる重要課題を整理して得られ

た化学技術戦略から、具体案を作成し実行する。 

②具体的な戦略事業と連携事業の企画と運営については戦略委員

会・フロンティア連携委員会に諮問し、両委員会と連携して諸活動

を推進する。 

③フォーラム、シンポジウムの企画・運営を担う。 

フロンティア連携委員会 

 

戦略委員会 財務委員会 

理事会 

企画運営会議 

社員総会 

GSCN  会議 

GSCN  運営委員会 

監事 

フロンティア連携委員会 フロンティア連携委員会 

アドバイザリーコミッティ 

財務委員会 

理事会 

企画運営会議 

社員総会 

GSCN 会議 

GSCN 運営委員会 

監事 
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(2) 戦略委員会 

 

企画運営会議からの諮問を受け、化学産業の発展、国際競争力強化のた

めの戦略、国家プロジェクトの提案、人材育成の支援、知的財産戦略等

につき検討し、フロンティア連携委員会とも連携して、必要な施策をま

とめ、企画運営会議に答申する。具体的には、以下の活動を推進する。 

 

①国際競争力強化策などの戦略を策定し、産学官各分野への働きかけ

を進める。（戦略提言部会） 

②将来を見据えた国家プロジェクト等を審議、策定し、立ち上げを進

める。（プロジェクト部会） 

③将来の化学産業を担う若手技術者の育成を目的とした、大学・大学

院教育に対する提言および支援、中・初等理科教育への支援を推進

する。（人材育成部会） 

④我が国の化学産業に共通性の高い知的財産事項に関する議論を進

め、今後の対応策について提案する。（知的財産部会） 

 

(3) フロンティア連携委員会 

 

企画運営会議からの諮問を受け、最先端技術動向の把握、産学官連携の

推進、ボトムアップ課題の発掘と提案、若手研究者への研究助成等につ

き検討し、戦略委員会とも連携して、必要な施策をまとめ、企画運営会

議に答申する。具体的には、以下の活動を推進する。 

 

①化学産業に関連する産業、学、官との連携および交流強化のための

企画、運営を行う。 

②最先端技術分野に関する講演会や技術講座の開催および技術動向

調査を実施する。 

③若手研究者（学・官）の革新的な研究に対する助成を行う。 

 

(4) GSCN会議 

 

GSCN会議は企画運営会議と連携して、グリーン・サステイナブル ケ

ミストリー（GSC）の普及・啓発を目的とした活動方針を策定し、GSCN

運営委員会の活動を統括する。 
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(5) GSCN運営委員会 

 

GSCN会議の諮問を受け、戦略委員会やフロンティア連携委員会と連携

し、GSCの普及・啓発を目的とした具体的活動を企画し、運営する。 

 

①企画運営会議と連携して JACI/GSCシンポジウムを企画、実施する。 

②優れたグリーン・サステイナブル ケミストリー（GSC）活動に対す

る顕彰を実施する。 

③グリーン・サステイナブル ケミストリー（GSC）の普及と啓発およ

び社会への情報発信を行う。 

④国内外の関連する機関との交流連携と支援を行う。 

 


